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    1
年

月号

明るい新
年を願う

“門松づ
くり”

　12 月下旬
、高橋一男

さん（赤滝
）

を中心に、
近隣住民が

力を合わせ
て“門

松”を作成
。完成した

門松は町内
外の

施設などに
提供され、

明るい新年
が願

われました
。 （関連

記事 19 ペ
ージ）
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年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ

　保育士になり、働き始め
今年で 3年目。子ども達の
可愛い笑顔にパワーをもら
いながら、日々すごしてい
ます。今年は昨年までの学
びを活かし、日々の保育に
努めていきたいと思いま
す。どんなときも“笑顔”
を忘れず、子ども達と共に
自分自身も成長していける
よう頑張りたいです。

どんなときも“笑顔”で
子ども達と共に成長したい

横欠　亜
あ

美
み

 さん
（今年で 24 歳・横欠）

　5回目の年男となり、こ
の歳にならないとわからな
い事が、多々あります。体
が思うように動きません。
　今年は少し運動をして、
ある大会の 10 キロマラソ
ンに、友人たちと出場しよ
うと思っています。“あせ
らず一歩前に”が今年の目
標です。

5 回目の年男
あせらず一歩前に

高前田　良
よし

雄
お

 さん
（今年で 60 歳・林崎）

　今年は平成という時代か
ら、新しい時代へと変わる
年になります。今まででき
なかった新しい事にも挑戦
してみたいです。
　思いやりの心を忘れず
に、家族が健康で過ごせる
よう、日々努力して、まだ
まだ手のかかる子育てを夫
婦で目一杯楽しみたいと思
います。

今までできなかった
新しい事にも挑戦したい

加藤　彩
あや

 さん
（今年で 36 歳・天戸）

　新年あけましておめでとうございます。
　町民の皆様におかれましては、新春を健やか
にお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。
　昨年10月の町長選挙において、皆様の厚いご
支援により、雫石町長の重責を担わせていただ
くことになり、あらためて町民の皆様に御礼申し
上げます。町長として、雫石町の発展のために、
皆様の声に耳を傾けながら、公正・公平な行政
運営を基本として、活力あるまちの実現に精進し
てまいります。また、町民の皆様におかれまして
も、町政に対し、より一層のご理解とご協力を
お願いいたします。
　今年は、雫石町がさまざまな挑戦をしていくス
タートの年になります。私は選挙公約で、①「農
＋観光＋商工」の連携と産業振興で、活力みな
ぎる町、②「定住したい」とだれもが思う安全・
便利な美しい町、③地域の文化と歴史が永久に
息づき人々が輝き続ける町、④ふれあいや優し
さに満ちてだれもが健やかに暮らす町、⑤町民
のニーズに的確に応え地方の時代をリードする
町の5つの重点政策を公約に掲げてまいりました。
　人口減少・高齢化の進展という全国的な課題
の中、本町におきましても同様の課題を抱えてお
りますが、産業の振興に向けた取り組みや、町
民の皆様との協働の取り組みをさらに深化させ、
雫石町の10 年後、20 年後、30 年後、未来を見
据えたまちづくりをしてまいります。
　町長となって、新たな思いで初めて迎える新
年にあたり、「いまこそ皆様と共に、ふるさと再
生へ」その実現に向けて、町民の皆様がこれま
で以上に住み続けたいと実感できる年となるよう
取り組んでまいります。
　結びに、皆様にとりまして、本年が幸せで実
り多い年となりますよう、心からお祈り申し上げ、
新年のごあいさつといたします。

 平成 31年　元日　雫石町長　猿
さる

子
こ

　恵
しげ

久
ひさ
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　今年の目標は、堰
せき

賛
さん

太鼓
を精いっぱいたたくことで
す。南畑小学校からぼく達
が持ってきた伝とうなの
で、下級生にたたく事を教
えたいです。ぼくにとって
も最後の一年なので全力で
最後までたたきます。
　最後の小学校生活なの
で、勉強やスポーツも常に
全力で取り組みます。

最高の一年にしたい！

鈴木　緑
りゅう

葉
は

 くん
（御所小）

竹花　陽
ひ

菜
な

乃
の

 さん
（御明神小）

　雫石小学校には、鼓笛隊
という伝統があり、私は正
指揮者に選ばれました。長
い間引きつがれてきたこの
鼓笛隊をすばらしいものに
するため、私は強い気持ち
をもって堂々と先頭に立ち
たいと思っています。下級
生があこがれる演奏、そし
て、地域のみなさんに応援
してもらえるような演奏を
めざしてがんばります。

地域のみなさんに応援して
もらえる演奏をしたい！

横森　亜
あ

子
こ

 さん
（雫石小）

　ぼくの今年の目標は、元気
いっぱい過ごして低学年の手
本になることです。最高学年
として様々な手本を見せなけ
ればならないと思うので新し
い気持ちでがんばりたいです。
　特に、笑顔と元気いっぱい
のあいさつをすることを手本
に西山小学校を明るく楽しい
小学校につくり上げて行きた
いです。

みんなのために、
自分のために！

中川　梨
り

央
お

 くん
（西山小）

　今年は最高学年になるの
で、下級生のお手本になれ
るようにがんばります。特
に、まだ学校生活をよく知
らない一年生には、いろい
ろ教えてあげたいです。ま
た、今年も執行委員になる
のでみんなをまとめられる
ようにがんばっていきたい
です。

下級生のお手本になれる
ようにがんばります！

細川　快
かい

斗
と

 くん
（七ツ森小）

　皆さん、新年あけましておめでとうござ
います。2019 年、平成 31 年の幕開けです。
　町内には、亥

いのしし

年生まれの人が 1,433 人い
ます（平成30年12月31日現在）。今年は町内、
亥年の小学生や年男・年女の皆さんから新
年の夢と抱負を語っていただきました。

　私の将来の夢は、やさし
い笑顔の助産師になること
です。4月からは最高学年
になるので、その夢の実現
のためにも、みんなに思い
やりを持って接していくこ
とを目標にしたいと思いま
す。私たちが 6年生になっ
てからも、さらによりよい
学校にしていきたいです。

将来の夢は助産師！
思いやりを持って接したい
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期
満
了
に
伴
う
雫
石
町
長

選
挙
が
10
月
23
日
に
告

示
、
28
日
に
投
票
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
新
人
の
猿

子
恵し
げ

久ひ
さ

氏
が
初
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
選
挙
に
は
、
猿
子
氏
、
現

職
の
２
人
が
出
馬
。
そ
れ
ぞ
れ
の
候

補
者
は
、
町
内
隅
々
ま
で
選
挙
カ
ー

を
走
ら
せ
有
権
者
に
支
持
を
訴
え
ま

し
た
。

　

投
票
は
、
７
時
か
ら
19
時
ま
で
町

内
12
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投
票
率
は

前
回
の
選
挙
よ
り
７
・
49
ポ
イ
ン
ト

低
い
、
過
去
最
低
の
64
・
56
％
で
し

た
。

　

開
票
は
、
20
時
か
ら
中
央
公
民
館

で
各
候
補
者
の
支
持
者
や
報
道
機
関

が
見
守
る
中
、
慎
重
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
21
時
40
分
に
開
票
結
果
が
発
表

さ
れ
、
猿
子
氏
が
４
８
８
１
票
を
獲

得
し
初
当
選
し
ま
し
た
。

御明神・橋場・上長山・下
長山・西根の 5小学校閉校
御明神小・西山小が開校

１
雫石町長選挙
新人猿子恵久氏
初当選を果たす

２

任

開校式で児童代表の言葉を述べる御明神
小学校の児童（4月 6日）

193 票171 票

明
神
地
区
の
２
小
学
校

（
御
明
神
小
１
４
３
年
、

橋
場
小
１
３
８
年
）
と
西

山
地
区
の
３
小
学
校
（
上
長
山
小

１
４
３
年
、
下
長
山
小
１
４
３
年
、

西
根
小
１
４
４
年
）
が
、
長
い
校
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
〜
21
日
、
各
小
学
校
で

閉
校
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
児
童

や
教
職
員
の
ほ
か
、
卒
業
生
、
地
域

住
民
な
ど
が
見
守
る
中
、
学
校
長
か

ら
吉
川
健
次
教
育
長
に
校
旗
が
返
納

さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
、
御
明
神
地
区
２
小
学

校
が
統
合
し
て
で
き
た
「
御
明
神
小

学
校
」
と
、
４
月
７
日
、
西
山
地
区

３
小
学
校
が
統
合
し
て
で
き
た
「
西

山
小
学
校
」
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
両
校
の
児
童
た
ち
は
、
練
習

を
重
ね
た
校
歌
を
元
気
よ
く
歌
い
、

新
し
い
仲
間
と
と
も
に
、
新
た
な
歴

史
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

御

　町の平成 30 年（2018 年）10
大ニュースが決まりました。こ
の 10 大ニュースは毎年、町民の
皆さんに選んでいただいており、
昭和 55 年にスタートして今回で
39 回目を数えます。
　投票は、一般町民や町政モニ
ター、町内の各種団体などを対
象に、一年間（平成 29 年 12 月～
平成 30 年 11 月）の出来事の中
から、1人 10 項目を選ぶ連記方
式で行い、投票数の多いものか
ら順位を決めました。今回は、
246 人の皆さんから回答をいた
だきました。ご協力ありがとう
ございました。
　なお、記事中の学年や役職な
どは出来事当時のものとなって
います。

参観人が見守る中、慎重に行われた開票
作業（10 月 28 日）

開校式で元気よく校歌を歌う西山小学校
の児童（4月 7日）

　

町
長
の
任
期
は
、
平
成
30
年
11

月
10
日
か
ら
平
成
34
年
11
月
９
日

ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
１
人
の
欠
員
に
伴
う
雫

石
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
も
町
長

選
挙
と
同
じ
日
程
で
行
わ
れ
、
２

人
の
新
人
が
立
候
補
。
投
開
票
の

結
果
、
細
川
祐ゆ

う

弘こ
う

氏
が
初
当
選
し

ま
し
た
。
任
期
は
前
任
議
員
の
残

任
期
間
の
平
成
31
年
７
月
30
日
ま

で
で
す
。
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観測史上初の記録
氷点下 20.8 度
日最大降雪 40 cm

４
カヌー競技で大躍進
𠮷田俊吾さんが
全国大会を制覇

３

力強いパドリングをみせる競技の様子（昨
年 8月の東海総体）

月
２
日
、
盛
岡
地
方
気

象
台
雫
石
観
測
所
で
、

１
９
７
６
年
の
観
測
開
始

以
来
最
も
低
い
、
氷
点
下
20
・
８
度

を
記
録
し
ま
し
た
。
氷
点
下
20
度
を

下
回
っ
た
の
は
２
０
０
９
年
１
月
28

日
以
来
約
９
年
ぶ
り
で
、
厳
し
い
冷

え
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
14
日
の
降
雪
は
40

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
、

１
９
８
５
年
２
月
９
日
以
来
と
な
る

２
月
の
１
日
あ
た
り
最
大
降
雪
を
更

新
。
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
町
内
全
域

で
除
雪
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
冬
期
間
の
安
全
で
円
滑
な

道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
町
が

管
理
す
る
道
路
の
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。
降
雪
お
よ
そ
10
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
除
雪
開
始
の
目
安
と
し
、「
通

小岩井農場が
「日本の20世紀遺産」
に選定される

５

2

昨年 2月の除雪作業の様子（盆花）

119 票118 票 127 票

ヌ
ー
競
技
で
目
覚
ま
し
い

活
躍
を
見
せ
た
本
町
在
住

の
𠮷
田
俊し

ゅ
ん

吾ご

さ
ん
（
雫

石
中
・
県
立
不
来
方
高
３
年
）。

　

こ
れ
ま
で
に
、
平
成
29
年
の
第
72

回
国
民
体
育
大
会
「
愛
顔
つ
な
ぐ
え

ひ
め
国
体
」
カ
ヌ
ー
競
技
（
男
子
ス

プ
リ
ン
ト
・
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ

ル
２
０
０
メ
ー
ト
ル
）
で
の
岩
手
県

勢
初
優
勝
を
は
じ
め
、
平
成
30
年
８

月
に
は
、
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

「
２
０
１
８ 

彩
る
感
動 

東
海
総
体
」

同
競
技
で
優
勝
。
同
年
10
月
に
は
第

73
回
国
民
体
育
大
会
「
福
井
し
あ
わ

せ
元
気
国
体
２
０
１
８
」
同
競
技
で

２
種
目
優
勝
す
る
な
ど
、
多
く
の
全

国
大
会
を
制
覇
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、

県
教
育
委
員
会
主
催
「
平
成
30
年
度

第
１
回
岩
手
県
は
ば
た
き
賞
」、
町

主
催
「
町
民
栄
誉
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

カ

20 世紀遺産の一つに選ばれた小岩井農場
写真は本部事務所（提供：小岩井農牧㈱）

ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
に

関
す
る
諮
問
機
関
で
あ
る

イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物

遺
跡
会
議
）
の
国
内
委
員
会
は
、
平

成
29
年
12
月
８
日
、
後
世
に
残
し
た

い
「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20
選
」
を

発
表
し
、
本
町
か
ら
、
小
岩
井
農
牧

株
式
会
社
（
児
玉
喜
一
社
長
）
が
所

有
す
る
「
小
岩
井
農
場
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

同
20
選
は
、
近
現
代
の
文
化
遺
産

の
多
様
性
を
広
げ
よ
う
と
、
イ
コ
モ

ス
が
日
本
を
含
む
30
カ
国
に
呼
び
か

け
て
選
定
し
て
い
る
も
の
で
、「
国

内
で
20
世
紀
に
新
た
に
登
場
」「
20

世
紀
に
進
化
・
展
開
」「
日
本
の
地

域
性
を
表
し
て
い
る
」
な
ど
を
基
準

に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
岩
井
農
場
は
〝
欧
米
牧
畜
産
業

の
近
代
技
術
を
導
入
し
営
ま
れ
続
け

て
い
る
農
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
景

観
〞
と
し
て
選
定
さ
れ
、「
明
治
時

ユ

勤
、
通
学
の
た
め
の
バ
ス
路
線
」

「
交
通
量
が
多
い
幹
線
道
路
」
か

ら
優
先
的
に
、
主
に
早
朝
や
夜
間

に
行
い
ま
す
。

　

実
施
路
線
が
広
範
囲
に
及
ぶ
た

め
、
天
候
や
降
雪
状
況
に
よ
っ
て

順
番
が
前
後
し
た
り
、
作
業
が
行

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
迅
速

で
安
全
な
除
雪
に
努
め
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▶ 

福
井
国
体
２
種
目
制
覇
を
報
告
す
る

𠮷
田
俊
吾
さ
ん
（
10
月
17
日
）

代
の
創
業
当
時
か
ら
組
織
と
し
て

畜
産
を
行
い
、
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
も
形
成
し
て
い
た
点
が
特

徴
的
。
建
築
物
も
西
洋
風
の
技
術

と
日
本
の
伝
統
工
法
が
融
合
さ
れ

て
い
る
」
な
ど
の
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　

な
お
、
小
岩
井
農
場
内
の
建
造

物
21
棟
は
、
平
成
29
年
２
月
23
日

付
で
国
指
定
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
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道の駅雫石あねっこ
東北道の駅大賞 1位
入浴利用者 200 万人

６
体長1.5㍍　体重132㌔
巨体イノシシを捕獲
御所地区中心に被害拡大

８
デフバスケ世界選手権

髙山和也くん
日本代表で銀メダル

７ 102票91 票82 票

安
庭
の
山
間
部
で
、
平
成

29
年
12
月
24
日
、
体
長
約

１
・
５
メ
ー
ト
ル
、
体
重

１
３
２
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
巨
体
イ
ノ
シ

シ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
御
所
地
区
を
中
心
に

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
や

田
ん
ぼ
の
畦
畔
の
掘
り
返
し
、
刈
り

取
り
前
の
稲
の
踏
み
荒
し
、
牧
草
の

掘
り
返
し
被
害
な
ど
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。
農
作
物
を
守
る
に
は
電
気
柵

西
の
駅
雫
石
あ
ね
っ
こ
（
平

成
13
年
７
月
開
業
、
株

式
会
社
し
ず
く
い
し
運

営
）
が
、
１
月
22
日
に
入
浴
利
用
者

２
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
２
０
０
万
人
目
は
、

秋
田
県
仙
北
市
か
ら
お
越
し
の
鈴
木

徳と
く

夫お

さ
ん
。
用
意
さ
れ
た
く
す
玉
割

り
や
記
念
品
贈
呈
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
12
月
に
は
、
旅

行
専
門
情
報
誌
じ
ゃ
ら
ん
に
よ
る

「
道
の
駅
大
賞
２
０
１
７
」
が
発
表

さ
れ
、
東
北
６
県
に
１
６
０
カ
所
あ

る
道
の
駅
の
中
か
ら
〝
第
１
位
〞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
同
誌
で
は
「
日
帰

り
温
泉
も
あ
っ
て
、
ご
当
地
土
産
も

充
実
。
す
べ
て
が
揃
っ
た
超
人
気
の

道
の
駅
」な
ど
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

※
１
０
０
万
人
達
成
は
平
成
21
年
３

月
18
日
。
当
時
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
第

４
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

道

道の駅雫石あねっこの外観

や
物
理
的
な
侵
入
防
止
柵
が
有
効

で
す
。
そ
し
て
、
エ
サ
に
な
る
よ

う
な
生
ゴ
ミ
や
廃
棄
農
作
物
な
ど

を
絶
対
に
外
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ノ
シ
シ
を
目
撃
し
た
場
合

や
、
人
身
被
害
、
農
作
物
な
ど
の

被
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
町
役

場
農
林
課
林
業
グ
ル
ー
プ
（
☎

６
９
２
・
６
４
９
５
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

イノシシに踏み荒らされた田んぼ

国
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
で
７

月
６
日
〜
14
日
ま
で
の
９

日
間
、「
U
21（
21
歳
以
下
）

デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
」
が
開
催
さ
れ
、
雫
石
中
３
年
の

髙
山
和
也
く
ん
が
日
本
代
表
の
最
年

少
選
手
と
し
て
出
場
し
、
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

10
カ
国
が
参
加
し
た
同
選
手
権

で
、
髙
山
く
ん
は
予
選
リ
ー
グ
４
試

合
の
う
ち
３
試
合
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
１
回
戦
に
出
場
。
得
意
の
３
ポ

イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
な
ど

チ
ー
ム
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
順
調
に
コ
マ
を
進
め
た
日
本

は
決
勝
戦
で
ア
メ
リ
カ
と
激
突
し
、

63
対
81
で
惜
し
く
も
敗
れ
た
も
の

の
、
ア
ジ
ア
勢
初
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

髙
山
く
ん
は
「
世
界
に
は
２
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
大
き
い
選
手
が
た
く

さ
ん
い
る
中
、
日
本
は
戦
術
を
生
か

し
て
勝
っ
た
。
強
豪
選
手
の
プ

レ
ー
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

て
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
」
と
試
合
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
功
績
が
た

た
え
ら
れ
、
県
教
育
委
員
会
主
催

「
平
成
30
年
度
第
１
回
岩
手
県
は

ば
た
き
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

※
デ
フ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
…
聴

覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
に
よ
り
行

わ
れ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
。

米

◀ 

入
浴
利
用
者
２
０
０
万
人
達
成
セ
レ
モ

ニ
ー
の
様
子
（
１
月
22
日
）

▶ 

に
こ
や
か
な
表
情
で
銀
メ
ダ
ル
を
披
露

す
る
髙
山
和
也
く
ん

捕獲された巨体イノシシ（平成 29年 12 月 24 日）
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民謡民舞最高峰の舞台
細川会が日本一の
内閣総理大臣賞を受賞

９
第 70 回県高校総体
雫高ボート部が優勝
躑躅森　が最優秀賞

１０

70
回
岩
手
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
で
、
雫
石
高

校
ボ
ー
ト
部
の
伊
藤
広ひ

ろ

樹き

さ
ん
（
主
将
・
３
年
）
が
シ
ン
グ
ル

ス
カ
ル
で
優
勝
、
石
田
雄た

け

人と

さ
ん

（
３
年
）
と
横
手
拓た

く

夢む

さ
ん
（
３
年
）

が
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
優
勝
し
、
見
事

総
合
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
１
年
生
の
頃
か
ら

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
目
標
に
頑

張
っ
て
き
た
の
で
、
優
勝
と
聞
い
た

と
き
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
校
３
年
の
躑つ
つ

躅じ

森も
り

愛ま
な

さ
ん
の
作
品
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
表
紙

図
案
で
「
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
。

「
音
と
衝
撃
、
選
手
か
ら
見
え
る
世

界
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
き
ま
し
た
。

高
総
体
の
開
会
式
で
表
彰
さ
れ
た
と

き
は
、
嬉
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
な
と
も
思
い

ま
し
た
」
と
は
に
か
み
ま
し
た
。

第

１０大ニュース
１１位以下の話題

11位
（60票）

12位
（55票）

13位
（50票）

14位
（48票）

15位
（47票）

16位
（43票）

17位
（42票）

18位
（36票）

18位
（36票）

20位
（33票）

▶雫石高校郷土芸能委員会が、「第
41 回岩手県高等学校総合文化祭」
の郷土芸能発表会で“優秀賞第一
席”を受賞。全国大会への切符を
手にする。（10 月 13 日）
▶町と、ビール製造・販売などを
行う㈱ベアレン醸造所が雫石工場
新設に伴う協定を締結。（4月23日）
▶町の冬の風物詩「雫石 裸参り」
が、町無形民俗文化財に指定され
る。（2月 21 日）
▶ノルディックスキーコンバイン
ド女子の村上優空さん（雫石中・
盛岡中央高 3年）が、全日本ナショ
ナルチーム強化指定選手に選ばれ、
スイスで行われた世界ジュニア選
手権では、日本勢で 2番目の 7位
に入る。（1月 30 日～2月 3日）
▶旧上長山小学校グラウンドで「第
1回にしやま大運動会」を開催。
昨年まで小学校区ごとに行われて
いた「学区民運動会」を小学校統
合をきっかけに見直し、新たな地
域行事としてスタート。（9月16日）
▶第 51 回いわて雪まつりが岩手高
原スノーパークをメイン会場に、
雫石町、滝沢市、盛岡市の全 6 会
場で初の広域開催。来場者は 5 日
間で延べ約7万5千人。（2月14日～
18 日）
▶町内での交通死亡事故ゼロ 1 年
間を達成し、岩手県警察本部から
町に賞賛状が贈られる。（1月12日）
▶元祖しずくいし軽トラ市が 14 年
目の開幕。10 月は台風接近により
開催中止となったが、11 月までの
全6回で約26,000人が来場。（5月～
11 月）
▶雫石高校創立 70 周年記念式典を
挙行。生徒や関係者など約 230 人
が出席し、これまでの校史を振り
返るとともに、学校や地域の発展
にさらに努めていく決意を新たに
する。（10 月 27 日）
▶雫石中学校のスーパーエコス
クール事業が完了し、普通教室棟
（第二校舎）と新しい図書室（旧職
員室を改修）が完成。また、平成
29 年 3 月に完成した武道場が 6月
26 日付で「岩手県木材需要拡大協
議会会長賞」を受賞。（3月 30 日、
6月 26 日）

総合優勝に輝いた雫高ボート部の皆さん

77 票69 票

石
郷
土
芸
能
伝
承
活
動
細

川
会（
細
川
チ
エ
子
代
表
）

が
、
11
月
１
日
〜
４
日
に

東
京
都
品
川
区
で
開
催
さ
れ
た
「
平

成
30
年
度
民
謡
民
舞
全
国
大
会
（
公

益
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
主
催
）」

に
出
場
し
、「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
ッ

コ
」
を
踊
り
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

な
ど
を
受
賞
。
本
県
に
お
い
て
は
、

平
成
２
年
に
同
会
が
優
勝
し
て
以

来
、
28
年
振
り
２
回
目
と
な
る
快
挙

と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
15
日
、
同
会
の
12
人
が
町
役

場
を
訪
れ
、
猿
子
町
長
ら
に
受
賞
を

報
告
。
細
川
代
表
は
「
地
元
雫
石
の

皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
、
数
多
く

の
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
喜
び

を
語
り
、
二
代
目
の
細
川
智と
も

子こ

さ
ん

は「
平
成
最
後
の
年
に
念
願
か
な
い
、

親
子
二
代
で
受
賞
で
き
た
。
踊
り
手

と
観
客
が
一
体
と
な
っ
た
踊
り
を
披

露
で
き
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

雫

「チャグチャグ馬ッコ」を踊る様子
（写真は昨年のチャリティーショー）

たくさんの賞状やトロフィーを手に受賞
を報告する細川会の皆さん（11 月 15 日）

さ
　ん

▶ 

自
身
の
描
い
た
作
品
と
賞
状
を
手
に
喜

び
を
報
告
す
る
躑
躅
森
さ
ん
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所
得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の
消

費
税
・
地
方
消
費
税
の
申
告
書
作
成
会
場

は
、
盛
岡
駅
西
口
「
ア
イ
ー
ナ
」
で
す
。

税
務
署
に
は
申
告
書
作
成
会
場
を
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
開
設
期
間
】
２
月
18
日
（
月
）〜
３
月
15

日
（
金
）
※
原
則
土
日
・
祝
日
は
休
み
ま

す
が
２
月
24
日
（
日
）
と
３
月
３
日
（
日
）

は
開
設
し
ま
す
。

【
開
設
時
間
】
９
時
〜
16
時

※
無
料
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
は
、
ｅ－

T
a
x（
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
）
が
便
利
で
す
。
書
面
で
の
申
告
よ

り
優
先
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
で
、
医
療
費
控
除
や
寄
付

金
控
除
な
ど
の
た
め
に
確
定
申
告
す
る
人

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
確
定
申

告
（
I
D
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
）
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
税

務
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
と
の
連
携
効
率
化
の
た
め
、
役

申告相談は地区ごとに指定
◆町県民税の申告相談は、町役場 3階大会議室で 2月
15 日（金）から 3月 15 日（金）まで、表 1の「申告相
談日程表」により行います。日によって地区を指定
しています。できるだけ指定日にお越しください。

《重要》申告の受付方法について
収支内訳書や医療費控除の明細書は事前に作成してから申告会場に来場してください。
◆農業所得・営業所得・不動産所得のある人は、収支内訳書（収入と経費の内訳を計算したもの）をご用意ください。
※田を貸している人は「不動産所得」となり、収支内訳書の作成が必要です。

◆医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書（支払った医療費から給付金や保険金を差し引いて計算したもの）
をご用意ください。明細書があれば領収書の添付は必要ありません（※その代わり 5年保管が必要です）。
上記の収支内訳書・医療費控除の明細書を用意してきた人を優先して申告の受け付けをします。
これらの書類を作成してこない場合は、会場で作成していただいてからの受け付けとなります。
■収支内訳書の記載方法がわからない人のために、「収支内訳書作成相談会」を開催します。詳細は 10 ページをご覧
ください。

開始 1時間は指定地区を優先
◆受付時間は 8時 45 分から 11 時、13 時から 16 時ま
でです。受け付け開始時刻から 1時間は指定地区を
優先して申告相談を行いますので、指定日以外に相
談をする場合は、待ち時間が長くなることがありま
す。ご理解ご協力をお願いします。

◆ 3月 3日（日）に給与所得のみの還付申告と年金収入
のみの申告相談を行います。

確
定
申
告
書
の
作
成
は
ア
イ
ー
ナ
で

確
定
申
告
は
ｅ-

Ｔ
a
x
が
便
利

相 談 　税の申告は昨年 1年間（平成 30 年 1 月 1 日から
12 月 31 日まで）の所得についての総決算です。正
しい税額を計算するためには、皆さんの昨年の所得
と所得控除をこの申告によって正しく把握する必要
があります。源泉徴収票が複数ある人は確定申告で
精算することになります。
　申告しなかったり、誤った申告をすると、後で不
足の税金を納めなければならないだけでなく、無申
告加算税・過少申告加算税が課せられます。正しい
申告をしましょう。

介護認定を受けている人に障害者
控除・医療費控除証明書を発行
◆次に該当する人には、所得税や町県民税の障害者控
除、医療費控除を受けるための証明書を発行します。
①障害者控除▶介護保険の要介護認定を受けている
65 歳以上の人で、身体障害者手帳を持っていなく
ても、知的または身体障がい者と同程度であると認
められる場合。
②医療費控除▶おむつ代の医療費控除を受けるのが 2
年目以降になる人は、医師が発行した「おむつ使用
証明書」がなくても、町が寝たきり状態にあること
や尿失禁の可能性があることを確認できた場合。
※証明書が必要な場合は申告の前に町役場総合福祉課
窓口で証明書の発行を受けてください。

【申請受付開始日】2月 1日（金）
問町役場総合福祉課介護保険担当（☎ 692-6476）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
定
申
告

利
用
者
識
別
番
号
の
取
得
に
ご
協
力
を
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申 告
【問い合わせ先】
町・県民税▶町役場税務課（☎ 692‒6483）
事業税▶盛岡広域振興局（☎ 651‒3111）
所得税・消費税▶盛岡税務署（☎ 622‒6141）

場
で
の
申
告
相
談
で
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
人
は
〝
利
用
者
識
別
番
号
〞

の
取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。
番
号
取
得
時

に
２
種
類
の
暗
証
番
号
な
ど
（
英
小
文
字

と
数
字
を
含
む
８
ケ
タ
以
上
の
番
号
、
数

字
６
ケ
タ
の
番
号
）
の
設
定
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ご
希
望
の
番
号
が
あ
る
場
合
は

あ
ら
か
じ
め
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

一
度
取
得
す
る
と
翌
年
か
ら
取
得
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
す
で
に
利
用

者
識
別
番
号
を
お
持
ち
の
人
は
再
度
取
得

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
番
号
が
分

か
る
資
料（
税
務
署
か
ら
の
ハ
ガ
キ
な
ど
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日程
指定地区

8時 45 分～11 時 00 分 13 時 00 分～16 時 00 分

2月 15 日（金）高前田一区、高前田二区 雫石谷地、下町四

18 日（月） 上町一、上町二、上町三

19 日（火）中町一、中町二、中町三 下町一、下町二、下町三

20 日（水）橋場、安栖、小赤沢、山津田 滝沢、南、天瀬

21 日（木）天川、中南、中島 和野、上和野、上野沢

22 日（金）黒沢、まがき、横欠 土橋、岩持、（明）谷地、下川原

25 日（月）上春木場、下春木場 網張、盆花、極楽野

26 日（火）七区、八区 五区、六区

27 日（水）駒木野、上西根、西根谷地 八丁野、葛根田

28 日（木）篠崎、野中、上駒木野 安庭、片子沢

3月1日（金）赤滝、籬野、矢用 鴬宿、九十九沢、矢櫃

3日（日） 全地区（給与還付・年金のみ）

4日（月）桝沢、外桝沢、元御所 馬場、大村、男助

5日（火）天戸、町場 板橋、小岩井

6日（水） 林崎、小松

7日（木） 晴山

8日（金） 林

11 日（月） 長根、中沼

12 日（火） 七ツ森・丸谷地、中沼

13 日（水） 東町、陽和郷

14 日（木） 黒沢川、駅前

15 日（金）松寿荘、鶯鳴荘 指定された人（受付15時まで）

申告が必要な人は？
◆平成 31 年 1 月 1 日現在、町内に住所を有しており、
次のいずれかに当てはまる人は申告が必要です。
◉営業、農業、不動産、譲渡（電力会社や公共事業に
よる譲渡を含む）などの収入があった人
◉給与所得者で次のような人
①年末調整した給与以外に収入がある人
②勤務先から源泉徴収票を受け取っていない人
③ 2カ所以上から給与を受け取っている人
④昨年中に退職した人
⑤雑損控除や医療費控除などを受けようとする人
⑥配偶者や扶養、社会保険料、生命保険料など所得
控除を受ける人
⑦日々雇用などで給与を受けている人

収入のない人も申告が必要です
◆昨年 1年間に収入がなかった人も、申告書裏面に必
要事項を記入して提出してください。これは国民健
康保険税の基礎資料や軽減判定のために必要となり
ます。
◆申告書を提出されていない人には、所得証明書や非
課税証明書などを発行できません。

◉送付された申告書（会場にも用意しています）
◉印鑑（スタンプ式不可 )
◉収支内訳書、諸帳簿、領収書、精算書など（営業、農業、
不動産などの事業所得者）

◉源泉徴収票（給与所得者および公的年金受給者）
◉控除の内容がわかるもの
▪医療費控除… 医療費控除の明細書（個人ごと医療機関

ごとに整理集計し、合計額を算出の上、
持参願います）

▪社会保険料控除… 国保税の領収書、国民年金の支払証
明書など

▪生命保険料・損害保険料控除…支払保険料の証明書
▪住宅借入金控除… 金融機関発行の年末残高証明書、

本年分の計算明細書
（初年度はアイーナ会場へ）

▪障害者手帳、障害者控除対象者認定書など必要と思わ
れる書類

◉本人名義の口座番号がわかるもの（還付申告者）
◉ マイナンバーカード、または、マイナンバー通知カード
と身元を確認できるもの（運転免許証など）

【表 2】　申告に必要なもの

【表 1】　申告相談日程表　　会場：町役場 3階大会議室

申告書の送付について
◆町県民税の申告書は原則 18 歳以上の人に送付しま
すが、前年度に確定申告した人、または給与所得の
みで会社などで年末調整し町県民税を給与から差し
引かれている人、生活保護世帯には送付しません。
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申告相談に先がけて　「収支内訳書作成相談会」を開催します
　農業所得、営業所得、不動産所得のある人は、確定
申告や住民税申告を行う際に、収支内訳書の提出が必
要になります。記載方法がわからない人のため、作成
相談会を開催します。
※あくまでも、皆さん自身が記載するのを支援する相
談会です。また、青色申告の人は対象外です。
　来場する人は、前回申告分（平成 29 年）の収支内訳
書の控えや帳簿などをお持ちください。
　混雑回避のため、右表のとおり地区ごとに相談日を
指定していますが、指定日に都合が悪い場合や、指定
日までに必要書類がそろわない場合などは、指定日以
外の日程でも来場できます。
　確定申告される人は今年から“利用者識別番号”の
取得をお願いします。確定申告になりそうな人には、
相談会の中で番号の取得をお願いすることになります。
利用者識別番号の取得についての詳細は、本紙 9ペー
ジをご覧ください。
【問い合わせ先】町役場税務課（☎ 692-6483）
会場▶町役場 3階大会議室

日程
指定地区

9時～11 時 13 時～16 時

2 月 4 日（月） 全地区

2月 5日（火） 雫石地区

2月 6日（水） 御所地区

2月 7日（木） 御明神地区

2月 8日（金） 西山地区

2月 10 日（日） 全地区

　本格的な冬が到来しています。路面凍結や積雪による
交通事故が発生しやすい季節です。今年一年間、町民の
皆さんが交通事故に遭わないよう、自動車を運転する際
は「十分な車間距離をとる」「時間にゆとりを持つ」「ラ
イトの早め点灯」「全席シートベルト着用の徹底」を心
掛け、飲酒運転や無謀運転を地域から追放していきま
しょう。

　また、冬季は空気が乾燥しているため火災が発生しや
すい状況です。自分や家族の命、財産を守るため「ストー
ブは燃えやすいものから離れた位置で使用する」「石油
ストーブの給油は火を消してから」「火の元を離れると
きは必ず火を消す」ことを習慣化し、ちょっとした油断
から火災が発生しないように心掛けましょう。
【問い合わせ先】町役場防災課（☎ 692-6410）

無事故・無火災で明るい一年にしましょう！

　12 月 21 日、よしゃれ通り商店街などで、雫石地
区防犯交通安全協会（遠藤幸

さち

男
お

会長）が主体とな
り「年末・年始飲酒運転撲滅運動啓発キャンペー
ン」を実施しました。
　この運動は、忘年会・新年会などにより飲酒の
機会が増える年末年始に向けて、飲酒運転を追放
する活動の一環として行われたもので、同協会員
のほか、雫石交番所長や雫石地区の交通指導隊員
が参加。参加者
は啓発物品を飲
食店の従業員ら
に配布しながら、
「飲んだら運転さ
せない」と飲酒
運転追放を訴え
ました。

「飲酒運転はしない、させない！」
飲酒運転追放啓発キャンペーンを実施しました

冬道の安全運動「いち、にっ、さん」
①　1割スピードダウンしよう
②　2倍の車間距離をとろう
③　3分早めに出発しよう

啓発物品を手渡す様子

税務
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●町役場への問い合わせ…☎ 692－2111　FAX 692－1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

　

町
監
査
委
員
の
坂
下
榮え
い

一い
ち

さ
ん
（
中

沼
）
が
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会

町
村
監
査
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
町

監
査
委
員
と
し
て
職
務
に
精
励
し
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
人
に

贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
下
さ
ん
は
、
平
成
19
年
５
月
〜
平

成
23
年
７
月
、平
成
27
年
８
月
〜
現
在
、

監
査
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
町
村
監
査
功
労
者
表
彰

町
監
査
委
員 

坂
下
榮
一
さ
ん
が
受
賞

表
彰

　

平
成
30
年
度
雫
石
町
健
康
づ
く
り
表

彰
式
が
12
月
21
日
、
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

◉
８
０
２
０
達
成
者
（
23
人
）
※
80
歳

を
迎
え
20
本
以
上
の
健
康
な
歯
を
持
っ

て
い
る
人
が
対
象
、
廣
瀬
富と
み

也な
り

、
髙
橋

猛た
け
し、
佐
々
木
智ち

惠え

、
大
谷
地
ミ
ツ
、

瀨
𠮷き
ち

四し

郎ろ
う

、
中
村
義よ

し

雄お

、
水
口
慶け

い

榮え
い

、

米
澤
京け
い

子こ

、
上
村
雅ま
さ

生お

、
中
野
幸さ
ち

子こ

、

東
幹み
き

夫お

、
中
川
ミ
ド
リ
、
小
林
眞し

ん

十
じ
ゅ
う

郎ろ
う

、
柴
橋
ヒ
サ
子こ

、
西
村
長ち

ょ
う

七し
ち

、
吉

田
ミ
エ
、
相
模
京き
ょ
う

子こ

、
野
嶋
正し

ょ
う

一い
ち

、

田
沼
ミ
ヤ
、
煙
山
杰ま
さ
る、
川
口
惠え

美み

子こ

、

岡
森
光こ
う

一い
ち

、
煙
山
千ち

壽ず

子こ

◉
む
し
歯
の
な
い
子
（
39
人
）
※
乳
歯

か
ら
永
久
歯
ま
で
む
し
歯
を
作
ら
な

か
っ
た
小
学
６
年
生
お
よ
び
中
学
３
年

生
対
象
、
雫
石
小
▼
安
達
大ひ

ろ

翔と

、
小
野

寺
望も

愛あ

、
米
澤
穂ほ

高た
か

、
晴
山
芽め

吹ぶ
き

、
平

野
ひ
ま
り
、
寒
河
江
剛た

け

士し

、
七
ツ
森
小

▼
三
浦
和や

ま

翔と

、
瀬
川
凛り

ん

、
齋
藤
穂み

の
り

、
西

山
小
▼
ハ
ク
セ
ル
将あ

し
た来
ソ
ア
、
齊
藤
和か

ず

馬ま

、
髙
橋
信し

ん

、
櫻
小
路
葵あ

お
い、
谷
地
愛あ

蓮れ
ん

、
茅
橋
結ゆ

い

、
松
原
一か

ず

咲さ

、
杉
田
美み

羽う

、
御
明
神
小
▼
尾
形
優ゆ

う

菜な

、
千
葉
太た

い

智ち

、
松
ノ
木
佑ゆ

う

太た

、
新
里
美み

鈴す
ず

、
御
所

８
０
２
０
達
成
者
、む
し
歯
の
な
い
子
、よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

健
康
づ
く
り
を
た
た
え
66
人
を
表
彰

表
彰

小
▼
石
田
龍り

ゅ
う

翔と

、
村
田
菜な

音の

、
雫
石

中
▼
茅
橋
歩あ

ゆ

夢む

、
桐
山
は
る
菜な

、
榊
原

乃の

愛あ

、
川
村
碧み

ど
り

、
坂
上
由ゆ

衣い

、
鈴
木
莉り

那な

、
小
野
颯そ

う

大た

、
須
藤
翼つ

ば
さ

、
森
子
紗さ

く

也や

、
安
本
圭け

い

佑す
け

、
上
川
原
愛あ

い

華か

、
大
橋

翔し
ょ
う

、
金
今
唯ゆ

い

那な

、
髙
橋
春は

る

和な

、
千
葉
栞し

お

那な

、
土
橋
唯ゆ

い

◉
岩
手
県
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
（
２

組
）
※
伝
達
表
彰
、
濵
田
早さ

苗な
え

・
和や

ま
と
、

赤
坂
良り

ょ
う

子こ

・
菜な

香こ

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
健
康
推
進

課
（
☎
６
９
２
・
２
２
２
７
）

ふるさとCM大賞 in IWATE 2018ふるさとCM大賞 in IWATE 2018
雫石町の作品が銀賞受賞！雫石町の作品が銀賞受賞！

　11 月 25 日に開かれた「ふるさとCM大賞 in IWATE 
2018」（岩手朝日テレビ主催）の審査会で、本町の役場
若手職員が製作した作品「閉じた学校、咲いた笑顔」が、
参加 29 市町村のうち 3位となる銀賞「岩手県町村会会長
賞」を受賞しました。副賞として、年間 80 回 CMが放
送されます（1月中旬から順次、放送時間は放送局が決定）。
　また、作品は町ホームページに掲載していますので、
ぜひご覧ください。
※ふるさとCM大賞は、県内の市町村が郷土愛あふれる
CMを制作し、審査会を経て特別番組や実際のCMとし
て紹介されるもので、平成 14 年から開催されています。
【問い合わせ先】町役場政策推進課（☎ 692-6570）

▲▶作品の一場面。町内の
小学生が登場します！

3年連
続

入賞
！

表彰式の様子

表彰状を披露する坂下さん（中央）
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【
旧
橋
場
小
学
校
】

　

旧
橋
場
小
学
校
は
、
町
の
中
心
部
や

御
明
神
公
民
館
か
ら
の
距
離
が
遠
い
と

い
う
立
地
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
懇
談
会
で
の
話
し
合
い
結
果
を

も
と
に
、
地
域
の
人
や
資
源
を
つ
な
げ

る
核
と
な
る
施
設
と
し
て
の
利
活
用
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
拠
点
を
基
本
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化
し
て
い
く

た
め
の「
小
さ
な
拠
点
」を
目
指
し
ま
す
。

※
小
さ
な
拠
点
▼
お
お
む
ね
小
学
校
区

の
範
囲
で
、
集
落
地
域
の
人
や
資
源
・

活
動
を
つ
な
ぎ
、
暮
ら
し
の
安
全
と
未

来
の
希
望
を
育
む
拠
点
（
国
土
交
通
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）。

【
旧
上
長
山
小
学
校
】

　

旧
上
長
山
小
学
校
は
、
長
山
街
道
に

近
接
し
、
岩
手
山
を
望
む
恵
ま
れ
た
景

観
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
拠
点
と
し
て
の
利
活
用

希
望
も
あ
り
ま
す
が
、
施
設
全
体
を
住

民
主
体
で
利
活
用
す
る
の
は
難
し
い
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

民
間
活
用
提
案
を
生
か
し
な
が
ら
、
主

に
「
産
業
振
興
」
を
目
指
す
拠
点
と
し

て
、
地
域
住
民
も
利
用
す
る
形
で
の
利

活
用
を
図
り
ま
す
。

【
旧
西
根
小
学
校
】

　

旧
西
根
小
学
校
は
、
西
根
地
区
の
中

心
に
あ
り
、
付
近
に
は
保
育
所
や
郵
便

局
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
が
比
較

周
知

利
活
用
の
方
向
性

住民説明会を開催します
　今回方向性を決定した 3校につい
て、決定に至る経過と決定内容を地域
の皆さまにお知らせするための説明会
を開催します。
【日時・場所】
▪ 2月 5日（火）　旧橋場小
▪ 2月 7日（木）　旧上長山小
▪ 2月 12 日（火）　旧西根小
全日 18 時 30 分～20 時

的
集
ま
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

近
接
す
る
西
根
保
育
所
の
移
転
先
や

高
齢
者
福
祉
施
設
の
誘
致
な
ど
の
案
も

あ
り
、
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
利
活
用
の
内
容
に
よ
っ

て
は
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
文
化
財
の
保

管
」
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
利

用
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
形
で
の
利

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

方
針
お
よ
び
方
向
性
の
検
討
に
あ
た

り
、「
行
政
需
要
へ
の
対
応
」「
地
域
住

民
の
意
向
・
地
域
ニ
ー
ズ
・
地
域
特
性

の
反
映
」「
財
政
運
営
の
意
識
」
の
３

つ
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
ま
し
た
。

◉
行
政
需
要
へ
の
対
応
▼
中
長
期
的
な

視
野
を
も
っ
て
、
町
役
場
各
課
を
対
象

と
し
た
使
用
希
望
調
査
と
ヒ
ア
リ
ン

グ
、関
係
課
間
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

◉
地
域
住
民
の
意
向
・
地
域
ニ
ー
ズ
・

地
域
特
性
の
反
映
▼
町
民
な
ど
か
ら
広

く
利
活
用
案
を
募
集
し
た
ほ
か
、
昨
年

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
学
区
内
住
民

対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
６

月
か
ら
８
月
に
か
け
て
各
旧
小
学
校
を

会
場
に
３
回
の
地
域
懇
談
会
を
開
催
し

て
地
域
住
民
の
意
向
を
確
認
し
ま
し
た
。

◉
財
政
運
営
の
意
識
▼
民
間
活
用
の
可

能
性
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
昨
年
５
月

に
民
間
活
用
公
募
を
実
施
し
、
３
件
の

提
案
を
受
け
付
け
ま
し
た
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
検
討
過
程
は
本
紙
平
成
30
年
10

月
号
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
３
月
を
め
ど
に
具
体
的

な
検
討
に
必
要
な
資
料
の
準
備
や
関
係

者
間
の
協
議
を
行
い
、
平
成
31
年
度
に

そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
地
域
づ
く

り
推
進
課
（
☎
６
０
１
・
５
４
１
９
）

御
明
神
・
西
山
地
区
小
学
校
跡
地
お
よ
び
校
舎

利
活
用
の
方
針
と
方
向
性
を
ま
と
め
ま
し
た

　

町
は
、
平
成
30
年
３
月
で
閉
校
と
な
り
、
学
校
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
御

明
神
地
区
の
旧
橋
場
小
学
校
、
西
山
地
区
の
旧
上
長
山
小
学
校
と
旧
西
根
小
学

校
を
ど
の
よ
う
に
利
活
用
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
方
針
と
方
向
性

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

旧
橋
場
小
学
校
は
「
小
さ
な
拠
点
」、
旧
上
長
山
小
学
校
は
「
産
業
振
興
」

を
主
と
す
る
施
設
と
し
て
、
旧
西
根
小
学
校
は
「
文
化
財
保
管
」
を
主
と
す
る

施
設
と
し
て
、
地
域
住
民
の
利
用
に
配
慮
し
な
が
ら
、
来
年
度
に
か
け
、
具
体

的
な
内
容
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
進
め
方

今
後
の
進
め
方
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周
知
４
地
区
地
域
づ
く
り
会
議

「
地
域
の
組
織
活
動
を
考
え
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

本
年
度
も
、
町
内
４
地
区
ご
と
に
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
話
し
合
う「
地

域
づ
く
り
会
議
」
を
５
月
か
ら
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
年
度

は
行
政
区
長
・
自
治
会
長
・
公
民
館
長
な
ど
、
地
域
の
運
営
を
担
っ
て
い
る
皆

さ
ん
も
加
え
た
「
地
域
の
組
織
活
動
を
考
え
る
会
」（
以
下
、
考
え
る
会
）
と
し

て
昨
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
４
地
区
で
３
回
ず
つ
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
は
、「
考
え
る
会
」
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
、
今
後
地
域
で
活
用
・
実

践
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
ほ
か
、
地
域
づ
く
り
会
議
で
意
見
交
換
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

「
考
え
る
会
」
と
は
？

　

町
は
、
平
成
29
年
度
、
行
政
区
（
自

治
会
）
ご
と
の
年
間
行
事
・
活
動
や
運

営
方
法
、
感
じ
て
い
る
課
題
を
把
握
す

る
た
め
に
、
町
内
74
行
政
区
を
対
象
と

し
て
「
地
域
の
組
織
活
動
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
〝
考
え
る
会
〞
は
こ
の
調
査
結
果
を

も
と
に
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に

何
が
必
要
か
を
考
え
、
よ
り
よ
い
地
域

活
動
実
践
へ
の
機
運
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
区
の
特
色

や
課
題
を
地
区
全
体
で
話
し
合
う
と
い

う
方
法
で
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
考
え
る
会
」
の
内
容
と
開
催
経
過

　

全
３
回
の
〝
考
え
る
会
〞
は
、「
地

域
の
組
織
活
動
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
」
結

果
の
中
か
ら
、
特
に
年
間
の
行
事
や
活

動
に
焦
点
を
あ
て
、
近
隣
の
行
政
区
を

基
本
と
す
る
５
〜
７
つ
の
グ
ル
ー
プ
で

参
加
者
が
自
由
に
意
見
を
出
し
合
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
メ
イ
ン
と
し

て
開
催
し
ま
し
た
。
毎
回
、
話
し
合
い

で
出
さ
れ
た
意
見
は
模
造
紙
に
ま
と
め

て
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

◉
第
１
回
〜
地
域
の
行
事
や
活
動
を
語

ろ
う
〜
（
平
成
30
年
９
月
開
催
）
▼
各

行
政
区
の

年
間
行
事

や
活
動
の

内
容
を
確

認
し
、
加

筆
修
正
を

行
っ
た
の

ち
、課
題
や
特
色
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

運
動
会
や
祭
り
の
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
で
「
参
加
者
が
少
な
い
」「
出

る
人
の
固
定
化
」
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
一
方
、
複
数
の
行
事
を
ま
と
め
た
り

し
て
参
加
し
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
る

事
例
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

◉
第
２
回
〜
地
域
の
「
こ
う
な
っ
た
ら

い
い
な
」
を
語
ろ
う
〜
（
平
成
30
年
10

月
開
催
）
▼
第
１
回
で
出
さ
れ
た
「
課

題
」
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
や
原
因
を

考
え
な
が
ら
、
解
決
し
た
と
き
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
、
解
決
の
方
法
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

◉
第
３
回
〜
地
域
の
こ
れ
か
ら
を
語
ろ

う
〜
（
平
成
30
年
11
月
開
催
）
▼
主
に
、

課
題
解
決
の
方
法
に
つ
い
て
、
人
ま
か

せ
や
押
し
付
け
で
な
く
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
、
自
分
た
ち
が
関
わ
り
な
が
ら

で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
３
回
の

話
し
合
い
で
、
地
域
の
課
題
の
背
景
か

ら
解
決
方
法
ま
で
、
自
分
た
ち
の
行
政

区
だ
け
で
な
く
広
い
範
囲
で
一
緒
に
考

え
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
気
づ
き
に
な

る
よ
う
な
意
見
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

「
さ
ま
ざ
ま
な
地
区
の
人
が
集
ま
っ
て

話
し
合
い
を
行
う
こ
と
で
、
問
題
点
と

な
る
と
こ
ろ
を
共
有
す
る
こ
と
が
で

き
、
解
決
策
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
」（
御
所

地
区
）、「
地
域
の
課
題
が
見
え
て
き
た

の
で
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
」（
御

明
神
地
区
）、「
ど
こ
の
地
区
も
問
題
点

は
似
て
い
た
。
解
決
策
や
で
き
そ
う
な

こ
と
が
少
し
出
て
き
た
の
で
良
か
っ

た
」（
西
山
地
区
）、「
こ
の
会
に
参
加

し
て
他
の
行
政
区
の
考
え
や
悩
み
な
ど

が
分
か
っ
た
。
参
加
し
な
け
れ
ば
分
か

ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
」（
雫
石
地
区
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
地
域
づ
く

り
推
進
課
（
☎
６
０
１
・
５
４
１
９
）

地域づくり会議　お気軽に参加ください
　「地域づくり会議」は誰でも参加できる「話し
合いの場」です。1月、2月に開催する同会議
で出された意見は、平成 27年度に各地区で作
成した「地域づくり計画」の見直しなどに反映
させていく予定としています。お気軽にご参加
ください。
【日時・場所】　全日 19時～
▪雫石地区…2月 1日（金）中央公民館
▪御所地区…1月 28日（月）御所公民館
▪御明神地区…1月 24日（木）御明神公民館
▪西山地区…1月 30日（水）西山公民館

活発な話し合いがされた「考
える会」の様子（西山地区）
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陸
上
自
衛
隊
と
雪
ま
つ
り
に
関
す
る
協
定
締
結

ど
は
、
い
わ
て
雪
ま
つ
り
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑤ 

盛
岡
手
づ
く
り
村
▼
地
酒
の
試
飲
販

売
・
手
づ
く
り
体
験
教
室

⑥ 

ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
▼
物
産
・
雪
体

験
・
雪
灯
り
…
豆
ま
き
、
巨
大
福
笑

い
な
ど
笑
顔
招
く
イ
ベ
ン
ト
満
載
！

⑦ 

た
き
ざ
わ
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
▼
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験

【
問
い
合
わ
せ
先
】
い
わ
て
雪
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
観
光
商

工
課
内
）
☎
６
９
２
・
６
４
０
７

※
詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な

レ
イ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
今
年
は
巨
大

滑
り
台
が
お
出
迎
え
し
ま
す
。

② 

網
張
温
泉
ス
キ
ー
場
▼
雪
見
風
呂
…

歴
史
あ
る
温
泉
の
雪
見
風
呂
を
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

③ 

雫
石
ス
キ
ー
場
▼
岩
手
の
ス
ノ
ー
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
…
子
ど
も
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
、
雪
遊
び
が
充
実
。

④ 
小
岩
井
農
場
（
臨
時
駐
車
場
）
▼
か

ま
く
ら
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
小
岩
井

ウ
ィ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
（
光
の
ラ
ビ
リ

ン
ス
、
ス
ノ
ー
ト
レ
イ
ン
、
木
工
教

室
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
教
室
な
ど
）。

※
入
場
料
が
別
途
必
要
で
す
。

　

い
わ
て
の
冬
の
風
物
詩
「
い
わ
て
雪

ま
つ
り
」
が
、
２
月
２
日
（
土
）
か
ら

11
日
（
月
・
祝
）
ま
で
岩
手
山
南
麓
エ

リ
ア
の
ス
キ
ー
場
な
ど
を
中
心
と
し
た

７
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
52
回
と
な
る
今
回
は
、「
あ
そ
ぶ
、

め
ぐ
る
、
感
じ
る
、
雪
の
わ
く
わ
く
」

を
テ
ー
マ
に
、
雪
ま
つ
り
の
原
点
で
あ

る〝
見
る
、
触
れ
る
、
遊
ぶ
、
味
わ
う
〞

を
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
提
供
し
、
各
会

場
を
巡
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
岩
手
の

楽
し
い
冬
を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
２
月
２
日
（
土
）
〜
２

月
11
日
（
月
・
祝
）、
９
時
〜
18
時

※
会
場
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

【
会
場
】

① 

岩
手
高
原
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
（
メ
イ
ン

会
場
）
▼
雪
像
・
氷
像
、
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
、
雪
あ
そ
び
、
屋
台
村
、
花

火
（
２
月
８
日
（
金
）、
19
時
〜
※

悪
天
候
の
場
合
順
延
）、
ス
ノ
ー
ト

あ
そ
ぶ
、
め
ぐ
る
、
感
じ
る
、
雪
の
わ
く
わ
く

第
52
回
い
わ
て
雪
ま
つ
り　

２
月
２
日
〜
11
日
開
催

催
し

◆
７
会
場
で
同
時
開
催
！

　

昨
年
12
月
５
日
、
い
わ
て
雪
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
会
長 

猿
子
町
長
）

と
陸
上
自
衛
隊
岩
手
駐
屯
地
（
野
口

紀
幸
岩
手
駐
屯
地
司
令
）
は
、「
第

52
回
い
わ
て
雪
ま
つ
り
行
事
に
対
す

る
自
衛
隊
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
い
わ
て
雪
ま
つ
り

会
場
に
お
け
る
大
雪
像
の
制
作
に
関

し
、
自
衛
隊
の
人
員
・
車
両
・
器
材

な
ど
の
支
援
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▶ 

今
年
も
魅
力
的
な
雪
像
が
た
く
さ
ん
並

び
ま
す
！
（
写
真
は
昨
年
）

雪まつり会場の夜空を彩った昨
年の花火

▶ 

協
定
を
締
結
し
握
手
を
交
わ
す
猿
子
町

長
（
右
）
と
野
口
司
令

▲いわて雪まつり
公式ホームページ
のQRコード
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　平成 27 年 4 月から「生活困窮者自立支援制度」
が施行され、本町も相談窓口を設置しています。
　相談窓口では、一人ひとりの生活状況に合わ
せた支援計画を作りながら、専門の支援員が関
係機関と連携してサポートしていきます。「仕事
のこと」、「お金のこと」など、くらしのことで
悩んでいましたら、一人で悩まず、お気軽にご
相談ください。
　なお、「いわて県央生活支援相談室」では、電
話・メール受け付けの他に、各市町に出向き相
談を受け付ける「出張相談」も行っています。
相談は無料で、個人情報は厳守されます。
【雫石町相談窓口】町役場総合福祉課（☎ 692-
6473）、町社会福祉協議会（☎ 692-2230）
【いわて県央生活支援相談室】岩手県社会福祉協
議会（☎ 637-4473）①電話による受付時間▶ 8
時 30 分～17 時 15 分（月～金曜日）②出張相談
（場所は町総合福祉センター）▶毎月最終水曜日、
13 時 30 分～16 時

【
交
通
規
制
】
当
日
、
上
町
交
差
点
か

ら
下
町
永
昌
寺
ま
で
の
県
道
雫
石
東
八

幡
平
線
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
６
９
２
・

４
１
８
１
）

　

昔
、
広
養
寺
と
臨
済
寺
の
間
に
高
島

屋
と
い
う
大
き
な
酒
屋
が
あ
り
、
大
正

時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
大
久
保
、
和
川

と
２
軒
の
酒
屋
が
あ
っ
た
。

　

旧
暦
12
月
14
日
、
造
り
酒
屋
の
蔵
人

た
ち
が
商
売
繁
盛
、
健
康
を
祈
願
し
、

酒
を
飲
ん
で
か
ら
足
を
そ
ろ
え
て
ゆ
っ

く
り
歩
き
、
永
昌
寺
の
「
あ
み
だ
様
」

に
お
参
り
し
た
こ
と
が
起
源
と
伝
え
ら

れ
る
。
昭
和
７
年
に
酒
屋
が
蔵
を
閉
め

た
こ
と
に
よ
り
中
断
さ
れ
、
５
年
ほ
ど

す
る
と
青
年
会
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
が

再
び
中
断
。

　

そ
の
後
、
昭
和
55
年
に
雫
石
町
青
年

団
体
連
絡
協
議
会
に
よ
り
再
々
興
さ

れ
、
本
年
で
40
年
目
。
祈
願
者
は
10
年

歩
く
と
満
願
と
な
る
。

　

昨
年
２
月
20
日
に
町
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
、
雫
石
の
冬
の
風
物

詩
〝
雫
石
裸
参
り
〞。
そ
の
復
活
第
40

回
目
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

町
内
の
若
者
ら
が
古
式
に
の
っ
と
っ

た
装
束
に
身
を
包
み
、
１
・
２
㌔
の
道

の
り
を
一
歩
ず
つ
、
力
強
く
祈
願
し
な

が
ら
歩
き
ま
す
。
男
た
ち
の
雄
姿
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
１
月
20
日
（
日
）、
13
時
〜

【
祈
願
順
路
】
三
社
座
神
社
〜
永
昌
寺

厳
寒
の
雫
石
を
力
強
く
練
り
歩
く

雫
石
裸
参
り
は
１
月
20
日

催
し

◉
雫
石
裸
参
り
の
由
来

厳寒の中執り行われた昨年の裸参り

町ゆかりの演者による唄と踊りの祭典町ゆかりの演者による唄と踊りの祭典

雫石町ふるさと民謡舞踊まつり開催雫石町ふるさと民謡舞踊まつり開催
　第27回雫石町ふるさと民謡舞踊まつりが3月3日（日）
に開催されます。入場前売券は、町中央公民館および各
地区公民館で販売中です。全席指定ですので良い席はお
早めにお求めください。
【日時】3 月 3 日（日）正午開演（11 時開場）
【場所】中央公民館野菊ホール
【入場料】全席指定・前売　S席 2，000 円、A席 1,500 円、
B席 1,000 円　※当日券は前売券に残りが出た場合のみ、
各 500 円増しで販売します。※未就学児入場不可。託児
室は設けませんのでご了承ください。
【前売券取扱場所】中央公民館、各地区公民館
【問い合わせ先】中央公民館（☎ 692-4181）

◀ 

昨
年
の
ふ
る
さ
と
民
謡

舞
踊
ま
つ
り

自立した暮らしをサポートします
ひとりで悩まず 一緒に考えてみませんか？



16広報しずくいし● 2019 年 1 月 10 日●第 865 号

在宅で介護しているご家族へ在宅で介護しているご家族へ
　　　　　　慰労金を支給します　　　　　　慰労金を支給します

　町は、在宅で高齢者を介護している家族に対し、
経済的負担の軽減、要介護高齢者の在宅生活の支援
のため家族介護慰労金を支給します。
【対象者】下記全てに当てはまる人を現に介護して
いる家族
▪町内に住所を有する町民税非課税世帯に属する人
▪要介護 4または 5に該当する人
▪ 過去 1年間に介護保険法に規定する居宅サービス
や施設サービスの提供を受けなかった人（年間 7

日以内の短期入所の利用または居宅療養管理指導
および福祉用具貸与を除く）

【事業内容】対象者世帯に慰労金（10万円以内）を
支給します。※ 2人以上を介護している場合も同額
です。
【申請期限】1月 31日（木）
【申請窓口】町地域包括支援センター

地域包括ケアシステムの推進に向けた取り組み
　町は、少子高齢化・人口減少が進む中、誰もがその人らしく暮らすことのできる地域社会
を目指し、「雫石町地域包括ケアシステム行動計画」を平成 30年 3月に策定しました。

　保健・医療・福祉・介護といった関係する多機関の
連携、専門職の連携体制の充実を図るとともに、地域
コミュニティ活動など相互の助け合いを強めることに
より、地域住民の暮らしを包括的に支える仕組みです。

地域包括ケアシステムとは

医療 介護

生活支援 住まい 予防
関係者の連携、協力による
一体的・体系的なサービス提供

歳を重ねても、病気でも、障がいがあっても、
それぞれが、その人らしく暮らすことので
きる地域社会づくり

お互いに、助けたり、助けられたり
する関係の充実

※地域包括ケアシステムのイメージ

現在の取り組み状況と今後に向けて
　本年度、社会福祉士、保健師、看護師、介護職員、
障がい者施設職員などを対象に、事例検討会と事業
所見学会を開催するなど、多職種の連携、強化を進
めています。
　今後町の地域包括ケアシステムを推進するために
は、行政の取り組みだけでは目的を達成することは
できません。
　地域コミュニティーや各種団体、地域住民一人ひ
とりが主体となって地域を考え、地域ぐるみで支え
る体制づくりが必要です。各地域コミュニティーで

開催している「お互いさま情報交換会」に積極的に
参加し、お互いに、助けたり、助けられたりする
関係を充実させていきま
しょう。また、「お互いさ
ま」の活動を自分の中だ
けにとどめるだけでなく、
家族やご近所などでもど
んな「お互いさま」の活
動ができるか、できてい
るか話をしてみましょう。

①多職種の連携、強化
　異なった専門職同士が連携した支援体制の構築
②情報共有・ネットワーク化
　関係機関が連携した情報共有体制の構築
③総合相談窓口
支援を必要とする町民に対し、包括的に支援で
きる相談体制の構築

④地域における拠点づくりと生活支援体制の構築
コミュニティー活動の促進、住民ボランティア
人材の育成、支援体制の構築

重点的な取り組み

お互いさま情報交換の様子お互いさま情報交換の様子
（滝沢行政区自治会）（滝沢行政区自治会）

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんの生活を総合的に支援しています。お気軽にご相談ください。
地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより ～健

け ん こ う

幸長寿への道～

問い合わせ先▶総合福祉課　雫石町地域包括支援センター（☎ 691-1105）
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ごみの減量、リサイクルを

◆使用済み食用油は有効な資源で、燃料として再利用されています。

【担当】町役場環境対策課
☎ 692-6403

ごみ排出量（単位：トン）

0

100

200

300

400

500

600

H30.11H29.11H28.11

344.5337.8

148.1149.3

46.743.0

合計 539.3合計 530.1

317.0

144.5

47.0
合計 508.5

資源ごみ排出量　　

事業系ごみ排出量
家庭ごみ排出量（資源ごみ除く）

岩手県 3R
推進キャラクター

※回収場所は町役場な
ど町内 15 カ所です。
町HPをご覧ください。

皆さんは「かんじき」をご存知ですか？皆さんは「かんじき」をご存知ですか？

　皆さん、こんにちは！子育てコンシェルジュの猪
いの

又
また

優
ゆう

香
か

です。今月号では、雫石町網張ビジターセン
ターで開催される「雪と遊ぼう！網張かんじき体験」
のご紹介をします。「かんじき」とは、雪国に古くか
ら伝わる履物で、靴などの下に着用し雪の中でも足
を取られることなく歩くために必要な道具です。
　この「かんじき」を着用して、自然豊かな野山を
自由に歩き、雪上に残された野生動物の足跡を目で
追いながら、この時期ならではの景色を親子で楽し
んでみませんか？
【日時】1月 26日（土）、9時 30分～12時
【集合場所】網張ビジターセンター
【対象】親子 (子どもは 4歳以上中学生以下 )
【参加料】大人 500円、子ども 300円
【定員】10組 20人
【申し込み先】網張ビジターセンター (☎ 693-3777)
なお、3月 31日（日）まで毎週金～日曜日（行事日
を除く）に「網張の森雪上ハイキング」が開催され
ます。親子で自然豊かな雫石の冬を満喫しましょう！

子育
て情
報

通信
vol
.8

◀ 

網
張
か
ん
じ
き
体
験
の
様
子
（
写
真
提
供
：
網
張
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
）

食品などの
放射性物質の測定
を行っています

　町は、放射線の影響に対す
る町民の皆さんの不安を軽減
するため、皆さんが持ち込む
食品などの放射性物質の測定
を行っています。また、町内
小中学校と保育所（園）の給
食も同様の測定を定期的に
行っています。
　測定には予約が必要です。
希望される人は町役場環境対
策課（☎ 692-6403）までお
問い合わせください。
　また、県ホームページには
県内で生産された農産物の測
定結果が掲載されています。

平成 30 年 11月に排出された
ごみの量は約 539㌧、そのう
ち家庭から排出されたごみ
は約 345㌧でした。引き続き
ごみの減量化・資源化にご
協力をお願いします。

平成 30年度環境を考える会が開催されました
　この会は、自分たちができる環境保全への取り組みに
ついての知識を深めることを目的に、町と町女性団体連
絡協議会との共催で毎年開催されています。昨年は 12 月
12 日に中央公民館で開かれ、約 60 人が参加。森や菜の花
畑から考察する循環型社会について聴講しました。

【使用済み食用油拠点回収実績】
平成28年11月 平成29年 11月 平成30年 11月

回収量（ℓ） 151 117 205

かんじきかんじき

【担当】町役場子ども子育て【担当】町役場子ども子育て
支援課（☎ 601-5428）支援課（☎ 601-5428）
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ま
ち
の
話
題
・

         
出
来
事
紹
介
●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場政策推進課広報担当】
〒020‒0595（住所不要）
電話番号：直通 692－6570
FAX 番号：692－1311
E メール：kouhou@town.shizukuishi.
iwate.jp

タウン トピックス

鶯宿の温泉水でとらふぐ養殖開始
温泉とらふぐの試食会が行われる

11月 21日

▲▶試食会でふるまわれた料理

　秋田・青森に展開するプラザホテル山麓荘グループ
の秋田共栄観光は 12 月 1 日から、鶯宿温泉の温泉水
で養殖した「温泉とらふぐ」の提供をグループのホテ
ルで開始しました。この「温泉とらふぐ」は、鶯宿温
泉にある閉鎖したホテルを陸上養殖場として改修し、
温泉水で大事に育てられています。
　11 月 21 日、御所公民館でその試食会が行われ、猿
子町長をはじめ鶯宿温泉観光協会など地元の事業者ら
約 20 人が参加。山の恵みで育てられた海の高級魚に
舌鼓を打ちました。
　猿子町長は「鶯宿活性化の起爆剤にして盛り立てて
いきたい」と期待を込めました。

12 月 3 日

町内 3スキー場で合同祈願祭
シーズンの安全と盛況願う

　12 月 3 日、岩手高原スノーパークで、平成 30 年度
雫石スキーリゾートエリア合同安全祈願祭（雫石ス
キーリゾートエリア連絡協議会主催）が開催され、関
係者約 70 人が出席し、シーズンの安全とスキー場の
盛況を祈願しました。
　雫石スキー場を運営する雫石プリンスホテルの佐藤
光紀東北地区総支配人は「今シーズンは暖冬と言われ
ているが降雪予報もあるので期待したい」と、まとまっ
た降雪を願い、「3スキー場とも営業準備を十分にし
てきた。お客様に喜んでもらえるよう安心安全第一に
しっかり営業していきたい」と抱負を語りました。

祈願祭の様子

みんなが笑顔で明るい新年を
歳末助け合いチャリティーショーに多くの善意

12 月 2 日

ステージを盛り上げた町内保育園の園児

　12月 2日、中央公民館野菊ホールで、雫石町歳末助け合いチャリティー
ショーが開催されました。この催しは、町民みんなが笑顔で新たな年を迎
えられるように、歳末助け合い運動の一環として毎年行われており、保育
園児や婦人会など 23 団体が出演。歌や踊り、ユーモア溢れる劇など多彩
な演目を披露しました。会場には約 750 人が来場し、ときおり笑いに包ま
れるなか、演奏や演技の後には大きな拍手が送られていました。
　皆さんからお寄せいただいた募金やバザーの収益金は、町社会福祉協議
会を通じ、社会的に弱い立場にある人たちへ送られました。
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12 月 27 日

　12 月 27 日、町内では 62、63 組目となる家族経営
協定の調印式が町役場で行われました。
　今回は、櫻田大河さん・沙羅さん家族（駒木野）と
髙橋浩之さん・栄子さん家族（極楽野）が、猿子町長、
町農業委員会岡森会長らの立ち会いのもと協定を締
結。大河さんが「よりよい農業経営を目指し、家族を
支えていきたい」と、浩之さんが「ますます農業にい
そしみ、町の農業に貢献していきたい」とそれぞれ力
強く宣誓し、農業経営に対する意欲を新たにしました。

夢・ゆとり・豊かな農業を目指し
2組が家族経営協定を締結
▶
協
定
を
結
ん
だ
櫻
田
さ
ん
家
族
（
前
列

左
か
ら
３
人
）
と
髙
橋
さ
ん
家
族

　12 月 14 日、健康センターで、つどいの広場交流事
業「サンタのぼうしづくり」が行われました。親子で
一緒に“赤いサンタのぼうし”と“赤いマント”にシー
ルやマスキングテープで飾り付けをする作業では、お
母さんたちが「どこに貼る？」と子どもに声をかけな
がら、和やかな雰囲気で行われました。
　出来上がったサンタのぼうしをかぶり、つどいの広
場のおもちゃで遊び始めた小さなサンタたちに笑顔を
むけるお母さんたち。親子で一緒に楽しんだイベント
になりました。

つどいの広場交流事業「サンタの
ぼうしづくり」開催

12 月 14 日

つどいの広場交流事業「サンタのぼうしづくり」の様子

12 月 21、26、27 日

　12 月 26 日、大村伝承館で「ミニ門松づくり」が
行われ、大村地区の子どもたちや保護者などが参加。
「明るい新年が迎えられますように」などと願いなが
ら、一生懸命“門松”をつくりました。
　12 月 27 日には、雫石町まちおこしセンターしず
く×CANで「お飾り教室」が開かれ、参加者は講師
から作り方を教わりながら、わらをない、自分だけ
のオリジナルしめ飾りをつくりました。

新年の幸福や無病息災を願い
町内で門松づくりやお飾り教室が行われる

　2㍍超の立派な“門松”を提供していただきました

　12 月 21 日、大工の高橋一
男さん（赤滝）に、大変立派
な門松 1対を役場庁舎の玄関
に飾っていただきました。
　高橋さんには毎年、門松を
無償で提供していただいてお
り、今回設置いただいた 2㍍
を超えるものを含め、大小
100 対近い門松を近所の皆さ
んと作成されるそうです。

門松を設置した門松を設置した
高橋さん（左）高橋さん（左）

◀
▼
ミ
ニ
門
松
づ
く

り
の
様
子

▲
▶
お
飾
り
教
室
の
様
子
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雫
石
産
菜
種
を
１
０
０
パ
ー

セ
ン
ト
使
用
し
た
無
添
加
菜
種

油「
菜
の
雫
」を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
菜
の
雫
は
「
し
ず
く
い

し
菜
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
生
ま
れ
、
今
で

は
町
の
特
産
品
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

町
内
の
農
業
者
が
菜
の
花
の

栽
培
を
行
い
、
菜
の
花
畑
の
観

光
資
源
化
、
収
穫
し
た
菜
種
か

ら
町
内
福
祉
施
設
で
の
搾
油
に

よ
る
通
所
者
の
就
労
環
境
向

上
、
廃
食
用
油
の
バ
イ
オ
燃
料

化
、
搾
油
カ
ス
の
肥
料
化
に
よ

る
資
源
循
環
な
ど
、「
し
ず
く

い
し
菜
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
多
く
の
人
が

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
町
内
５
つ
の
生
産
組

織
が
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
か

ら
、
約
８
・
４
ト
ン
の
菜
種
を

収
穫
し
ま
し
た
。

　

９
月
に
種
ま
き
を
し
、
翌
年

４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
ご
ろ

に
黄
色
い
絨
毯
の
よ
う
な
菜
の

花
畑
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
地
域

住
民
や
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

収
穫
し
た
菜
種
は
、
町
福
祉

作
業
所
「
か
し
和
の
郷
」
で
徹

底
し
た
温
度
管
理
の
も
と
、
機

械
で
圧
力
を
か
け
て
絞
り
、
時

間
を
か
け
て
丁
寧
に
静
置
・
ろ

過
さ
れ
ま
す
。
透
明
な
黄
金
色

に
な
っ
た
ら
瓶
詰
め
を
し
て

「
菜
の
雫
」
と
し
て
出
荷
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
絞
り
カ
ス
は
手
作
業

で
潰
し
、
肥
料
と
し
て
商
品
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
菜
の
雫
」
の
主
成
分
は
、

オ
レ
イ
ン
酸
、
リ
ノ
ー
ル
酸
、

ア
ル
フ
ァ
リ
ノ
レ
ン
酸
で
す
。

雑
味
や
臭
み
が
少
な
く
、
県
内

外
の
飲
食
店
で
も
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
所
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
お
り
「
ふ
る
さ

と
名
品
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

2
0
1
5
」
で
は
、「
自
治
体

が
勧
め
る
ま
ち
の
逸
品
」
部
門

で
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

廃
食
用
油
は
、
か
し
和
の
郷

で
B
D
F
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
）
と
し
て
精
製
さ
れ
、

農
場
や
事
業
所
な
ど
へ
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
内
資
源
循
環
が
実
現
で

き
ま
す
。

①
菜
種
を
つ
く
る

②
菜
の
雫
を
つ
く
る

③
菜
の
雫
を
食
べ
る

④
廃
食
用
油
は
燃
料
に

　平成 30 年産の種で絞った「新油」が、1月
下旬に道の駅雫石あねっこや雫石銀河ステー
ションなどで販売される予定です！
　雫石の大地が育んだ逸品を、ぜひお楽しみ
ください。
【販売に関する問い合わせ先】道の駅雫石あ
ねっこ（☎ 692-5577）

330 年産菜種使用の0年産菜種使用の
　　　「新油」が販売されます！　　　「新油」が販売されます！

◀ 

雫
石
地
産
食
楽
部
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

Q
R
コ
ー
ド

発
見
発
見

〜
雫
石
の
農
業
〜

さ
い

第六弾第六弾

雫
石
の
自
然
か
ら

　

生
ま
れ
た
「
菜
の
雫
」
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【広告】　この広告に係る掲載料は、町の収入になっています。

町の求人情報町の求人情報
①職種 ②基本給 ③求人番号 ④必要資格など
注）㊣は正社員採用、 は普通車運転免許、
は大型車運転免許、 はAT限定不可

◆㈲中村屋（中町）㊣①洋菓子職人② 135,000 円～
150,000 円③ 29172581 ④ ◆同㊣①一般事務②
118,000円～128,000円③28805581◆㈲山本工業（万
田渡）㊣①防水施工士② 220,000 円～250,000 円③
29327881 ④ ◆サービス付高齢者住宅めいの郷（西根）
㊣①一般事務② 146,000 円～147,000 円③ 28809281
④介護福祉士、初任者研修またはヘルパー２級以上のい
ずれか、 ◆特別養護老人ホームおうしゅく（仮称）また
はデイサービスセンターおうしゅく（鴬宿）㊣①介護福祉士
（正職員Ａ）② 145,000 円～155,000 円③ 28339681
④介護福祉士、 ◆同㊣①介護福祉士（正職員Ｂ）②
145,000 円～155,000 円 ③ 28340481 ④ 、 介 護
福祉士あればなお可◆特別養護老人ホームおうしゅく（仮
称）（鴬宿）㊣①看護師② 190,000 円～200,000 円③
28342881 ④看護師、 ◆同㊣①准看護師② 165,000
円～175,000 円③ 28343281 ④准看護師、 ◆同
㊣①生活相談員（社会福祉主事任用資格）② 164,500
円～175,000 円③ 24731481 ④社会福祉主事任用資
格（介護支援専門員がある場合は優遇）、 ◆同㊣①生
活相談員（社会福祉士）② 184,500 円～210,000 円③
24738681 ④社会福祉士（介護支援専門員がある場合は
優遇）、 ◆同㊣①事務職員② 180,000 円～200,000
円③ 24598781 ④ ◆㈲川井林業雫石工場（長山）㊣
①ボイラーおよび乾燥機の管理② 170,000 円～250,000
円③ 27185581 ④ 2級ボイラー技士免許（1級あればな
お可）、 ◆同㊣①ボイラーおよび乾燥機の管理（夜勤）
②200,000 円～300,000 円③ 28393181④ 1級または
2級ボイラー技士免許あればなお可、 ◆㈱西原鉄建工業
（板橋）㊣①１０ｔトラック運転手② 161,000 円～414,000
円③ 28419681 ④小型移動式クレーン、 ◆㈲三義
（板橋）㊣①土木作業員② 200,000 円～280,000 円③
28208681 ④ （中型自動車運転免許または車両系基礎
工事用免許あればなお可）◆㈱航和（柿木）㊣①看護師ま
たは准看護師（ささこつ）② 176,400 円～229,200 円③
27494781 ④看護師または准看護師、 ◆雫石大森クリ
ニック（千刈田）㊣①正看護師・准看護師② 210,000 円～
270,000 円③ 26222481 ④正看護師免許または准看護
師免許◆中村建材㈱（仁佐瀬）㊣①営業職② 200,000
円～300,000 円③ 25469481 ④ ◆同㊣①大型・小型
ダンプ運転手② 186,000 円～208,000 円③ 25470281
④中型自動車免許以上（車両系建設機械免許あればな
お可）◆同㊣①土木作業員・現場管理者② 210,000
円～280,000 円③ 25471181 ④ ◆㈲横手鈑金工業
所（黒沢川）㊣①鈑金工② 180,000 円～300,000 円③
25366281 ④ ◆㈱下田工務店（西根）㊣①ダンプ１０ｔ
運転手②220,000円③25075581④ ◆㈲丸水工業（名
子）㊣①管工事現場作業員② 175,000 円～300,000 円

③ 23751381 ④ 、給水主任技術者、排水責任技術者、
土木管施工管理技士などいずれかあればなお可

※ 11 月 16日～12 月 10 日までに盛岡公共職業安定所に申
し込みのあった事業所の求人です。就業希望の方は同職業
安定所紹介第一部門（☎ 624-8902）へ求人番号を（特に指
定のない場合は掲載 8桁の数字の前に 03010も）告げてお
問い合わせください。なお、すでに充足済みの場合もあり
ますのでご了承ください。
※役場 1階の求人情報掲示コーナーもご利用ください。
【担当】町役場観光商工課（☎ 692-6497）

　発行月に 3歳の誕生日を迎える子
を紹介しています。掲載を希望する
人は下記までお申し込みください。

わが家自慢の子、孫の写真
ご応募お待ちしています

【応募要領】子の写真（データ）、子の名（ふりがな）と
生年月日、保護者（父母）氏名、住所（行政区）、電話番
号、コメントを書き添え、誕生月の前月 20日ごろまでに
投稿してください。
※写真データはメールで送信するか、USBなどで持参し
てください。
【応募先】雫石町役場政策推進課広報担当
Eメール：kouhou@town.shizukuishi.iwate.jp

平成22年 1月号掲載
わが家のアイドル

浦田華
はな

花
か

ちゃん（当時３歳）

平成 31年 1月
誕生日おめでとう

田鎖奏
かな

汰
た

くん（当時３歳）

現在小学校 6年生

現在小学校 6年生
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イベントや行政案内などの
情報を紹介するページですら・せ

　町は、行政運営の一層の透明性を図
り、町民に開かれた信頼あるまちづく
りを進めるため、町長交際費の支出状
況を公開しています。また、町ホーム
ページでも公開しています。

町長交際費町長交際費を
公開公開しますします

町長交際費町長交際費をを
公開公開しますします （11 月届け出分）

おめでた カッコ内は保護者名
10 月
30 中田　　慶

けい

・女（恒由）上町一
31 細川　湊

みな

翔
と

・男（聖斗）東 町
11 月
6 横手　実

み

央
お

・女（大史）高前田一
7 細川　詩

し

乃
の

・女（俊一）籬 野
13 古舘　真

ま

歩
ほ

・女（謙太郎）下町四
22 川越　　紬

つむぎ

・女（光太郎）晴 山

おくやみ カッコ内は享年と喪主または世帯主
　10 月
30 若松　重

しげ

夫
お

（82・ 衛 ）桝 沢
　11 月
3 細川フミ子

こ

（80・長芳）矢 用
5 下村　五

ご

助
すけ

（93・清一）下町三
9 上村絹

きぬ

枝
え

子
こ

（78・ 信 ）鴬 宿
10 佐々木博

ひろ

康
やす

（70・栄子）東 町
11 橋野　　良

りょう

（86・ 譲 ）七ツ森
12 小田切　亘

わたる

（78・弘美）安 栖
12 瀧沢　リエ（91・ 清 ）滝 沢
15 夷森ミヨ子

こ

（93・正雄）上和野
15 米澤　利

とし

夫
お

（83・厚志）桝 沢
18 高橋　スエ（84・ 章 ）片子沢
18 櫻小路竹

たけ

子
こ

（96・定次）八丁野
18 堀子　ミキ（98・三雄）黒 沢
21 𠮷田　シノ（70・武夫）黒沢川
22 新田　ヨサ（88・ 悟 ）小 松
22 下黒沢祐

ゆう

晃
こう

（87・修二）まがき
26 米沢　　章

あきら

（76・春枝）上町二

2019 年版岩手県民手帳
　　岩手県能率手帳販売中！
　2019 年版岩手県民手帳、岩手県能率手
帳を町役場 2階政策推進課で販売してい
ます。ぜひお買い求めください。
【販売価格（税込み）】岩手県民手帳700円、
岩手県能率手帳（別冊付録「アドレス帳
付き）800 円
【販売期間】1月 22 日（火）まで
【問い合わせ先】町統計
調査員事務局（町役場
政策推進課内　☎ 692-
6571）

交際費の支出状況
11 月 累計（4月～11 月）

12 件 67,000 円 593,500 円

【1月の納税】納期限▷ 1月 31 日（木）
国民健康保険税　7期

町税の納付は「口座振替」で
口座振替キャンペーン締め切り迫る！
　抽選により当選された人には 2，100
円相当の雫石温泉郷入浴券が当たりま
す。この機会にぜひ口座振替をご利用
ください。対象期間は、2月28日（木）
までです。
　申し込み手続きは、納税通知書に添
付されている「町税口座振替依頼書」
に必要事項を記入の上、通帳に使用し
ている印鑑を押印し、預金口座のある
金融機関へお申し込みください。
　お申し込み月の翌月から納期ごとに
振替になります。
【担当】町役場税務課（☎ 692-6482）

税情報

　雫石銀河ステーション 1階雫石町観
光物産センターで「第 8回手づくり手
しごと展」が開催されます。雫石町を
拠点に活動している工房の作品展示即
売会です。皆さまお誘いあわせのうえ、
ぜひご来場ください。
【日時】1月 19 日（土）～27 日（日）
10 時～17 時（最終日は 16 時まで）
【開催場所・問い合わせ先】町観光物
産センター（☎ 692-5900）

　飲食物を調理して供与する給食施設
や飲食店営業、魚介類販売業、総菜製
造業で調理の業務に従事している調理
師は「調理師業務従事者届」を届け出
てください。
　届け出は、2 年ごとに行うことに
なっており、本年度は届け出の年度に
あたります。ご理解とご協力をお願い
します。
【届出期間・届出先】平成 30 年 12 月
31 日現在の状況を、1 月 15 日（火）
までに、就業地の保健所（盛岡市の場
合は岩手県県央保健所）に届け出てく
ださい。
【届出方法】保健所窓口へ提出、郵送、
電子申請　※保健所窓口の届出期間
は、1月 15 日（火）（土日祝日を除く）
までです。
【問い合わせ先】最寄りの保健所また
は岩手県環境生活部県民くらしの安全
課（☎ 629-5322）

「手づくり手しごと展」
1月 19 日～27 日開催

調理業務に従事する調理
師の皆さんへお知らせ
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お・知・

【広告】　この広告に係る掲載料は、町の収入になっています。

必要事項は町ホームページをご確認い
ただくか、下記担当までお問合せくだ
さい。
【問い合わせ先】町役場総務課財産管
理担当（☎ 692-6489）

◉防災とボランティア週間
　平成 7 年 1 月 17 日に発生した「阪
神・淡路大震災」を踏まえ、毎年 1月
17 日は「防災とボランティアの日」、
1 月 15 日～1 月 21 日は「防災とボラ
ンティア週間」と制定されています。
　災害時におけるボランティア活動お
よび自主的な防災活動についての認識
を深め、災害に備えましょう。
◉文化財防火デー
　昭和 24 年 1 月 26 日に発生した「法
隆寺金堂の火災」を契機に、毎年 1月
26 日は「文化財防火デー」と制定さ
れています。文化財は貴重な国民の財
産です。文化財を火災害から守るため、
防火・防災対策を考えましょう。寒さ
が厳しく、乾燥している季節です。火
の取り扱いには十分注意しましょう。

　第 5回目となる大松倉山南部地域地
熱調査協議会が、12 月 5 日に町総合
福祉センターで開催され、地熱資源量
の把握のための掘削調査などについて
協議しました。詳しい内容は、町ホー
ムページをご覧ください。
【問い合わせ先】町役場環境対策課（☎
692-6403）

　2019・2020・2021 年度に町が発注
する建設工事、建設関連業務委託、物
品購入などの競争入札に参加を希望す
る場合は、次の受付期間内に資格審査
申請書を提出してください。
【受付期間】2 月 1 日（金）～2 月 28
日（木）の9時～16時（土日祝日を除く）
【受付窓口】町役場総務課
【必要書類】資格審査申請書など、そ
の他必要な書類は町ホームページに掲
載している提出要領をご確認ください。
【問い合わせ先】町役場総務課財産管
理担当（☎ 692-6489）

　2019 年度の町小規模工事等契約希
望者の登録受け付けを行いますので、
希望される事業者は期間内に申請書を
提出してください。
　なお、すでに 2018・2019 年度町小
規模工事等契約希望者名簿に登録され
ている場合は、今回は申請の必要があ
りません。
　この制度は町が発注する 50 万円以
下の小規模な工事や修繕について、入
札参加資格を持たない事業者でも参加
できるように希望者を登録し、積極的
に業者選定することで町内業者の受注
機会を広げようとするものです。
【受付期間】2 月 1 日（金）～2 月 28
日（木）の9時～16時（土日祝日を除く）
【受付窓口】町役場総務課
【必要書類】登録申請書など、その他

町小規模工事契約希望者
の登録も受け付けます

防火・防災対策について
認識を深めましょう

町の入札参加資格申請を
受け付けます

大松倉山南部地域地熱
調査協議会の開催結果

● 事故 11 月末
件　数 0件 （18 件）
死　者 0人 （0人）
負傷者 0人 （21 人）

● 犯罪 11 月末
件　数 2件 （33 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西警察署）

● 火事・救急 11 月末
火　事 0件 （5件）
救　急 63 件 （726 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

● 人のうごき 平成30年11月末現在

男 7,997 人（△ 11）出生 9人
女 8,734 人（△ 10）死亡 24 人
計 16,731 人（△ 21）転入 20 人
世帯数 6,347 世帯 （7）転出 26 人
※カッコ内は前月末増減

※この日程は医師の都合により変更に
なることがあります。

　平日休日問わず夜間は、盛岡市夜間急患
診療所（内科・小児科、盛岡市神明町 3-29
（盛岡市保健所 2階）、☎ 654-1080、年中無
休 19 時～23 時）をご利用ください。

放射線量測定結果（12 月）
最大 0.06  （単位：μ Sv/時）

※文部科学省・厚生労働
省による屋外活動の制限
指標：3.8 μ Sv/時

最小 0.04
平均 0.05

◆ 1月
13 日 篠村泌尿器科クリニック 692-1285
14 日 雫 石 診 療 所 692-3155
20 日 鶯 宿 温 泉 病 院 695-2321
27 日 上 原 小 児 科 医 院 692-3907

◆ 2 月
3 日 雫石大森クリニック 691-2345
10 日 篠村泌尿器科クリニック 692-1285
11 日 篠 村 医 院 692-5151

休日救急 当番医
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雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
1月 18 日、2月 1日、2月 15 日（毎月第 1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ 684kHz）／8時 45 分～50 分（5分間）

あとがき
●明けましておめでとうございます。今年
も皆さんに愛される広報を目指して頑張り
ます！今年の私の目標は「趣味をもつ」。
今は子育てに追われ、自分のことが後回し
になっていますが、いずれ解放される日に
向けて寂しくならないよう趣味を持ちたい
と思います！ （か）
●あけましておめでとうございます。旧年
中は多くの皆さまから取材のご協力を賜わ
り、誠にありがとうございました。本年は、
仕事も育児も、焦らず気張らず“猪っとず
つ猛進”で頑張りたいと思います。 （大）

雫石町公式ツイッターはこちらから
▷ https://twitter.com/shizukukouhou
防災行政無線が聞き取れなかったときは…
電話応答サービス▷☎ 0800-800-6371（通
話無料・固定電話のみ）をご利用ください。

～ 友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介（58）友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介（58）～
　富士市の広報紙「広報ふじ」の元日号
では、市内の各小学校の協力を得て、干
支を人絵で描いた写真を平成 9 年から毎
年掲載しています。小学校のグラウンド
にラインパウダーで干支を描き、その中
に全校児童や学校の先生方が勢ぞろいし
て撮影するもので、今回は富士市立青葉
台小学校で、イノシシの親子の絵を撮影
しました。前回までは校舎の屋上から撮
影していましたが、今回は屋上のない校
舎だったため、初めてドローンを使った
撮影を行いました。撮影の模様は、一足
早いお正月のニュースとして、地元の新
聞やテレビにも取り上げられました。富

◀
撮
影
の
様

子
は
こ
ち
ら

士市公式 YouTubeでもご覧いただけま
す。

イノシシを人絵で描いた様子イノシシを人絵で描いた様子

富士山もお目見え富士山もお目見え

第
16
回
雫
石
町
民
劇
場「
オ
ラ
ホ
の
町
の
新
婚
さ
ん
」

主
役
を
務
め
る
２
人

山
崎 
忍
さ
ん（
39
歳
・
鴬
宿
）

◉ 

や
ま
ざ
き
・
し
の
ぶ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
雫
石
町
出
身
。
町
内
水
道
会
社
に
勤
務
。
小
学
生
の
頃
か
ら
柔
道
に

励
み
、
現
在
は
町
内
小
中
学
生
に
柔
道
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
会
議
発
足
当
初
か
ら
御
所
地

区
の
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。

「たくさんの人たちに観に来て欲しいです！」と意気込む山崎さん（右）
と𠮷田さん（左）

　

第
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回
雫
石
町
民
劇
場
「
オ
ラ
ホ
の
町
の

新
婚
さ
ん
」で
初
の
主
役
を
演
じ
る
お
二
人
。

山
崎
さ
ん
は
３
年
目
、
𠮷
田
さ
ん
は
２
年
目

の
町
民
劇
場
出
演
で
す
。
お
二
人
に
町
民
劇

場
の
出
演
の
き
っ
か
け
や
意
気
込
み
な
ど
を

聞
い
て
み
ま
し
た
。

◉
山
崎
忍
さ
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（
倉
木
た
か
し
役
）
…
初
め

て
町
民
劇
場
に
出
演
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
当
時
の
演
出
担
当
者
に
声
を
か
け

ら
れ
た
こ
と
。
出
演
し
て
み
た
ら
意
外
と
反

響
が
大
き
く
、
演
じ
る
面
白
さ
に
ハ
マ
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
ま
さ
か
自
分
が
主
役
⁉
 し

か
も
恋
愛
話
‼
 と
自
分
の
キ
ャ
ラ
に
合
い
ま

せ
ん
が
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉
𠮷
田
麻
里
子
さ
ん
（
伊
奈
の
ぞ
み
役
）
…

昨
年
の
出
演
か
ら
２
度
目
で
主
役
と
な
り
、

自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
、
長

い
セ
リ
フ
も
あ
り
大
変
で
す
が
、
山
崎
さ
ん

が
場
を
和
ま
し
て
く
れ
る
の
で
楽
し
く
お
稽

古
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
の
ぞ
み

に
な
り
き
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
！

　

こ
の
楽
し
い
二
人
が
出
演
す
る
町
民
劇
場

に
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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よ
し
だ
・
ま
り
こ
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ロ
フ
ィ
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…
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
出
身
。
平
成
29
年
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月
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）

主
人
公「
倉
木 

た
か
し
」役

ヒ
ロ
イ
ン「
伊
奈 

の
ぞ
み
」役

【日時】2月 10 日（日）、11 日（月・祝）
14 時開演（13 時 30 分開場）
【会場】中央公民館野菊ホール
【入場料】一般1,000円（当日1,200円）、
高校生以下無料（整理券必要、未就学
児入場不可、無料託児所あり）
【プレイガイド】中央公民館、各地区
公民館、村上写真館、雫石町まちおこ
しセンターしずく×CAN
【問い合わせ先】中央公民館（☎ 692-
4181）

第 16 回雫石町民劇場 ◀【あらすじ】「オラホの新婚さん」
というテーマで TV局の取材がくるこ
とに。でも町には予定も含めて該当者
はいない。そこで町の唯一の独身者
“倉木たかし”に皆が期待するが…。


